
安心して暮らせることが大事
そのためには人と人のつながりが必要

■南大沢中学校区 A-1 【理想の暮らしとありたい姿】

日本人の子ども
も外国人の子ど
もも楽しく毎日
を過ごしている

子どもからシニ
ア世代までの
交流が盛んで
皆が活発的に
活動している

災害があっても
大丈夫！と思え
るような普段か
らつながりが
ある地域

大学生と留学生
若い海外からの
実習生がスポー
ツや地域イベン
トでつながる

家の近くまで
交通網が充実

安全・安心

車は全て
自動運転

広い人間関
係

階段を
上り下りする
車いすが

できてほしい

車と人の
道路が別

雨の日でも
濡れないで
どこへでも
行ける

明るい公園

いつでも出せる
ゴミ集積所

子どもの
遊ぶところ
がある

誰もが使える広
場的スペース
・運動、音楽、
ダンス、おしゃべ
り、防災拠点

市民農園がある
→みんなで
収穫祭

同じ障害のある
人が気軽に集ま

れる場

病院や薬局で
待たなくても
大丈夫に

なってほしい

【リタイアしたシ
ルバー世代】

経験を活かして地
域の中での自己有
用感の感じられる
場所がある

四季を感じられ
るイベントがあ
る。自然豊かな
南大沢の特性を
生かし心豊かに

過ごす

【1人暮らし
大学生】
近隣との
交流の場

例）料理教室

【地域の大学生】
専門的学びを地域
で活かす機会、ス
ペースがある

例)美大生→チャレン
ジショップ

教育学→放課後の子ど
もと遊ぶ

キーワード

つながれる街、南大沢

好きなことを楽
しみながら社会
の役にも立ち少
しのお金でも安
心して暮らせる

全てが
バリアフリー

交通アクセスが
便利

お祭りなどに大
学生が参加して
地域を盛り上げ

る

大学生がネット
を活用して、地
域の情報を発信

大学生も参加で
きる地域の催し
物がある

アパート周辺の
飲食店・スー
パーが充実して

いる
おしゃれなカ
フェがある

【学生】
地域とつながり
があり、将来の
夢を実現する準
備ができる

犯罪のない
安全な街

高齢者も若者も
子どもも1人暮ら
しの人もシングル
マザー・ファザー
の人も明るく安心
して暮らせる

開放的で
安心・安全な
街並み

小さい子から
高齢者までが
集まれる場所
がある

【困っている
人】

ONESTOPの
相談先が欲しい

災害イメー
ジの共有

学生のバイト
先

(長期の有給
インターンで
地域のIT化を
サポート)

夜間の運動場
（体育館・フッ
トサルコート）

豊かな自然を五感
で楽しむ

リアル体験で学ぶ
・動植物に触れる
・作物を育て収
穫・食す
食育→健康

国際交流セン
ターで英語が学
べたり部活動を
大学生に教えて
もらえる

自由に使える児童
館がある

自由に過ごしつつ
地域イベントで企
画・運営に関わり
一役担ってもらう

自由に遊び
自由に学び
八王子を
好きになる
自由に

夢を持てる

【障害のある人】

地域の人と交流
できる場所がほ

しい

ヘルパーの
充実してい
る町

【お年寄り】

家に
御用聞きに
きてほしい

●孤独にさせない！

役所などの
手続きが
自宅で全て
行える

欲しいもの
食べたいものが
家に届く

（単なるネット
注文ではなく）

健康貯金で
楽しく

ショッピング

通勤、通学、通
所などの移動に
支援をしてほし

い

障害のある方

喋れる図書館
＆

コワーキング
スペース

【リモートワーク
の子育て世代】
地域の中でワーク
スペースと保育施
設が確保可能。子
育ても仕事も楽し
むことができる支

援がある

塾の代わりに
大学生に教えて
もらえる

【海外から移住してき
て子育てするママ】

必要な情報・サー
ビスがすぐ受けら
れる。地域の人と
協力して子育てが

できる

子育て世代●大学生と高齢者の教え合い

居場所

・南大沢多文化コーディネーターのいる街
→様々な団体、世代、外国の方、障害を持つ方を繋げる。話せる人、

場所があることが大事。対面でもオンラインでも。定期的に。

・災害・イベント情報がいつでも見れる「南大沢アプリ」
→防災意識を高めるイベントづくり。買い物マッチング・シェア・手助

け、気軽に安否確認（学生が配達ついでに）。健康ポイントでサー

ビス利用（医療費・介護費軽減）。高齢者にタブレットの貸出し

大学生

南大沢は、まち・ひと・環境（みどり）が整っている素敵な場所

交通

自動車・歩
行者分離

便利

やさしい日
本語でつな
がる

高齢者

小中学生

近くに学生が多い強み、地域でアルバイト、高齢者と若者がつながってお互いが助かる

●高齢者・こども・障害者、大学と地域
町会、各種団体の繋げ役が必要

つながり

第１回 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

リアルな体
験

安心して
遊べる場所

ayk-matsumoto
テキストボックス

資料２　南大沢中学校区ワークショップの記録



■南大沢中学校区 A-1 【地域のありたい姿と必要なこと】

情報発信・交流
HP＋Insta＋Twitter
「南大沢まとめサイト」

＃南大沢

障がい者
身近に
触れ合う
機会

第２回 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

ありたい姿
だれもがつながれる街 南大沢

すぐにやれる

時間がかかる

地域主体 行政主体

多くの資源や情報があり、地域活動を実践している人も多いが、単発で終わってしまう。学生、障がい者、外国人、高
齢者、子どもなど、誰もがつながれる場所の確保、つながる仕組みづくり、安心できる関係づくり、情報共有が重要。

情報交流サイト

祭りでつながる

多言語での
情報発信

防災
まち歩き
オリエン
テーリング

学生・外国人・
高齢者も参加できる

楽しい
防災イベント

移動可能な
拠点

作り続ける
取組

フード
パントリー

中高生の居場所

勉強・運動・芸術活動
→発表できる場所

未来の夢に繋がる場所

地域の
コンシェルジュ

情報共有できる
拠点

地域の情報の拠点
駅の近く
(指定管理で
行うとか)

想い

クラウド
ファンディング

既存のイベント
を活用した
情報発信

各団体リーダーが
定期的に交流する機

会

意見交換会議の
定期開催

中郷公園のトイレの上を
情報発信の場にしたい

クラウドファンディングで
資金集め

日向緑地の
活用

大学の研究所と
地域の

タイアップ

情報発信
ステーション

中郷公園に
情報拠点を
つくる

各種団体、人、サービスを繋ぐ

南大沢文化センター内に
スペースを作る

・情報発信基地となる
・防災拠点の役割

助け合いアプリの運営を誰がするのか？
行政、企業(CSR)、大学、市民活動団体、NPO
など必要と思う志のある団体がいれば…

運営どうするか？

キッチンカーなど、どこでも開店でき、
食べ物から会話がうまれる



■南大沢中学校区 A-1 【地域のありたい姿と必要なこと】

つながる場所

障害のある方
外国人の方
などが交流が
気楽に図れる
場所がある

どんな方も
相談出来る
相談窓口

ワンストップ
窓口がある

豊かな
自然

第２回 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

[南大沢中学校の
限定の拠点がない]

・拠点づくり
・人材確保
・ネットワーク構築

地域福祉推進拠点の様な拠点
となる場所を作り、CSW
（コミュニティソーシャル
ワーカー）みたいな
いろいろな機関と
つなぐ役割をもつ
専門職がほしい

地域の
いろいろな人が
自然と集まれる
場所がある

大学生が
つながれる街

地域活動支援
センター(I型)

の
設立

自然に
触れられる街
(松木日向
緑地など)

ワンストップで
相談できる場所

がない

空き部屋
学生

シェアハウス

つながれる
場所がない

地域の人が
活躍できる場所

つながるしくみ 安心できる関係 情報共有

学生が
集まる

場所がない

由木マルシェ
バーチャルな
商店街

地域の
情報共有が
できていない

「あたりまえに挨拶でき
る大人のいる街」

地元商店、地元民、学生
等が同じ方向に向かえる

イベント事

全ての人が
安心して

活躍できる街

おまつり
イベント

町会未加入
マンション
→防災での
つながり作り

ちょっとしたこと
でも声をかけ合って
助け合うことが
できるしくみが
あるのか？
わからない

食べものから
会話が
生まれる

大栗川
キャンドル
リバー

大学生×高齢者
スマホ教室

世代を越えて
交流できる

イベントがある

大学の窓口を
通さず、
学生に直接
働きかける

学生主体の
取組

コーヒー



■南大沢中学校区 A-２ 【理想の暮らしとありたい姿】 第１回 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

コンクリートの
塊でない街

豊かな自然を活
かしてピクニッ
クやお花見BBQ
を楽しむための
環境が整備され

ている

全世代が
生活しやすい
雇用・子育て・
介護・老後

いつまでも住み続
けたくなる政策

この時代におい
てそもそも

「豊かさ」とは
何か？

消費社会からの
離脱

南大沢ら
しさ

学生用
金券orパス

部活動の
産学連携

つながりづくりの再チャレンジ!!

子どもからお年
寄りまで興味の
あることを学び
挑戦し合う

コミュニティが
身近にある

中学・高校
全給食

人・自然に
優しい街

四季を
感じられる

自然を次の
世代に残し
たい！

カブトムシが
飛んでくる

職住近接
学生がそのまま
定住してくれる
雇用・親の介護

等の
条件をそろえる

地方移住をしな
くても充分な自

然環境
アフターコロナ
でも適度な郊外

転入してくる
学生を

流出させない

小学校～高校
一貫校

駅前都有地の活
用への提言

都・市・都立大
住民一体となっ
た街づくりへ

心の豊かさを
感じられる
育てられる街

強者・弱者
の区別がない

街

【１人暮らしの
大学生】

親元を離れても近
所に安心して関わ
れる大人や相談で
きる人がいる

分断の
課題

飲食店情報
バイト(八王子

版)
公園

隠れた名店
個人店サポート

都立大新施策に
合わせた
街づくり

市と都の連携

今ある資産を
生かす

大学学園都市・豊
な自然環境・里
山・ニュータウン
箱物の活用、リノ
ベーション

テーマパーク・
企業誘致

八王子の面積の
広さを活かし税
収入見込み

南大沢
小・中・高・

大
が揃っている

市内で最先端の
仕事ができ、
職住近接の
生活ができる

まち

学生・若者・子育
て世代を取り込む
魅力のある街
例)５G、ITベン
チャー、里山、

最先端

【バリバリの国際的ビ
ジネスウーマン】

市内で諸外国との仕事
ができ、ゆっくりと
日々 家庭で過ごせ、休
日も市内で家族と楽し
むことができる

車歩分離遊歩道
を活用した新し
い街づくり
５G・自動運
転・セキュリ
ティ・実証実験

リニアも
活用できる
（他市）

歩いていける
ところに施設
が揃っている

資産を生かせる街
スマートシティ

環境整備（移動手段）
【１人暮らし
のお年寄り】

都会に行かなくて
も徒歩やトラムな
どの利用で買い物
やおでかけを
楽しめる

車以外の
移動手段がある

温故知新
（20代男女
（60代男女

自転車で市内全体
を移動できる街で
あってほしい

そのためにレンタ
サイクルのネット
ワークが市内全域
にあるといい

高齢者が部屋
から出てこな

い

公団の建て直し
・

エレベーターの
ない団地

大学が近いので
交流の場があり
お互いに
協力できる

小さな子供を学
生からお年寄り
まで様々な年代
の人が面倒を見
てあげるコミュ
ニティがある

カルチャーセン
ターの盛り上げ
キャンプ施設兼
防災訓練用設備

子ども、大人、
老人

ごちゃまぜの
たまり場がある

子ども、子育て世
代の人々が多く住
み、お年寄りと子
どもが仲良く交流
できる街であって

ほしい

駆け込み寺の
ようなところ

文化活動の
盛り上がり

情報発信収集
・

ポイント制など
特典をつける

学び・教育

引きこもり
＋少子化
＝高齢化

住民ができる
ことで魅力

UP

ソフト面の
重要性

高齢者が安心して
ゆっくりできると

ころ
（巣鴨ーおばあ
ちゃんの原宿）
のような場所が身
近にあってほしい

小さな困りごと
(電球交換など)
を助けるシステ
ムがある

民間＋行政で
つながりをうん

でいく
➡自主的に出な
い人を関わらせ

ていく

つながり地域での役割を持つ

交流の場・居場所

南大沢は、活用できる資産・利点がたくさんある
5Gを活用し、南大沢から世界と仕事ができる

キーワード
公団の老朽化

小学生にあいさ
つしただけで
不審者扱い

・地域での人間関係の希薄化を感じている

・いかに地域のつながりを復活させていくかが重要

・地域との関わりをもつため、住民1人1人が地域で何ら

かの役割をもつ、役割に対して特典をつけるなどの取り

組みが有効ではないか

・高齢者と地域住民、子ども
と地域住民、地域外からの
客中心の店と、住民中心の
店など、分断が進んでいる
のでは？

子ども～老後まで
暮らせる街

平等な
まち

雇用や親の介護などの状況
変化にも対応できる、いつま
でも住み続けたくなるまち

自然



■南大沢中学校区 A-2 【地域のありたい姿と必要なこと】 第２回 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

ありたい姿
生きた声や今ある資産を活かし、つながりづくりの再チャレンジ

すぐにやれる

時間がかかる

地域主体 行政主体

駅前の整備された車歩分離歩道、都立大学、スマートシティ構想など、南大沢ならではの資産を活かし、
地域の情報の一元化、まちの中心づくりなど、市民と行政が歩み寄り、街づくりを進めていきたい。

昔からの行事を
大事に伝えていく
(お祭り、昔遊び等)

想い

情報の共有
地域→市→都
連携していく

掲示板の集合体
全体、地域

街の総合窓口

一生の仕事
↔
大学

部活動の
スクラップ＆
ビルド

インフォメーションセンター
の設立

・掲示板
・求人
・特技バンク

良い環境・自然
でもうける

相談できる所が
ほしい

卒業後
定着する
仕組作り

雇用の創出

南北をつなぐ
ループバス
(コミュニティ

バス)

住み続けられる街づくり

まちの
中心づくり

(情報・居場所)

八王子といえば、
の何かをつくる
(サイクリング)

移動手段の
インフラ
整備

遊歩道の
活用

ワンストップの
仕組み

交流・居場所
都立大の

若い人たちと
共に作り上げていく

市民の意見
取り入れ
市政に反映

駅前利用への提言

・憩える
・スマート
・多様性

移動
5G
実証実験

コンパクトシティ
スマートシティ利用

資源活用
職住・多様性

八王子といえば…
南大沢といえば…

地域別

街情報一元化
紙・板・IT＝同じ情報
都・市・民間連携

行政の窓口

行政だけでなく
色んな機関や団体の
窓口が一ヶ所にある

統一
・

一元化 機能の
一元化



■南大沢中学校区 A-2 【地域のありたい姿と必要なこと】

日中、自由に
集まることが
できる

場所がある

学校・教育

部活ニーズ
の調査

第２回 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

<中学校部活問題解決>

①(南大沢)中学校に、どんな部活ニーズがあるか聞き取り
②先生、活動場所を捜す
連携依頼(カルチャーセンター、民間スポーツ教室、多文化先生
コーディネーター依頼)

③多人数(野球など)部活の場合は近隣中学との合同部活を提案

地域全体での
おまつり実施

「居場所作り」
公社の空部屋を
地域に無償で

貸し出して欲しい
運営は地域の人で
子どもから
大人まで

ハイテクシティ
働ける町

サイクリングを
中心とした観光
(ホテル、

レンタサイクル
含む)

コンパクトシティ
地域で自助

元気な街(地助)
企業・商店維持
雇用、地域活性

部活が
少ない

部活の交流
(学校間)

合同チーム

地域の
おまつりを
実施しやすく

人材活用 行政

交流コミュニティ

リモート
ワーク
促進

地域を
バックアップ

シェア
サイクル

八王子市と東京都
(南大沢・NTは)
連携が必至
住民置き去り

つながりの必要
を感じている
なぜ行動
しない？
↓

意識改革

住民主体の尊重
取り組み・
活動へ

公と民の連携
バックアップ

<八王子アプリ立ち上げ>

・個人店などの情報
→八王子市民の限定特典

・公園情報
・求人情報
常に最新情報にするには、各店舗が
書き込み、共通フォーマット

地域雇用

みんなが
見れる

地域の掲示板

「南大沢の分断」

駅を境に北と南で
往き来しにくい(バスで)
コミュニティバスを
運行して欲しい
高齢者が

出かけやすくなる

<高齢者の経験、知識の活用>

①ボランティア登録、カルチャー教室、部活
講師の募集強化

②ポイント制の周知強化
クリニックなど巡回勧誘
タブレットなど使用方法指導

お互いさま
システム

交流の場
空き教室
活用

情報

資産活用
(公共施設etc.)

まちづくり
(仕事・住まい・観光)

交通

お互い様の
システムを作る

(誰でも
駆け込める)
ちょっと助けて

<おせっかい>
・目配り
・気配り
・声かけ

高齢者の
知識の活用

ポイント
つくよ！

ボランティア
活動のPR

インクルージョン
住み続けられる街への
リニュータウン

「若い人が住みたくなる街作り」

・大学が近いので若い人の感性を
生かして(ラフェット辺り)

・リモートをすすめて都心に
通わなくてもすむように

地域の
コミュニティ
ペーパーが
欲しい

にぎわいへの
参加
↓

住民への
情報一元化

駅前に
地域専用の
掲示板欲しい

行政vs住民
歩み寄り

街づくりへの
思いをつなげる

すでに
やっている

↓
たて割行政
こっちから
意見する

市民と
行政の
関係性

行政同士の
連携

都に
住民の声
届ける

自転車
専用道路

コミュニティ
バス

サイクル創出
非接触
移動式

→新生活への
転換

移動式
〇〇

withコロナ

昔遊び、手仕事
伝承の場
時間

高齢者
子ども
若人

特技バンク
(狭い範囲)

・個人の持っている技能
その他登録してもらい、
必要な人、時に提供する

・スマートシティ、5G
・デジタル化

知識とツールは別物
・給食
・シニア雇用推進（企業）
・部員(中学生＋シニア)




